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ジェトロ山口の今年度の事業方針について

2013年度の主な取り組み実績（概要）
　昨年度は、ジェトロサービスの基本である貿
易投資相談業務を、県内企業に広く活用頂くべ
く、物理的に事務所のある下関から遠く離れて
いる県東部の方にも気軽にご利用いただけるよ
う、周南地域地場産業振興センターに相談窓口
を毎月設けました。おかげ様で、前年度比でほ
ぼ倍の件数の実績を上げることが出来ました。
また、より個別企業支援を効率的に行えるよう、
新たにコーディーネーターを採用し、皆様のと
ころに直接出向いて、情報提供や様々なご相談
に対応できる体制も僅かですが強化しました。
　具体的には、新興国市場の成長を取り込む目
的で現地に進出を希望する中小企業のサポート
を行う新たな支援制度を設け、県内の貿易関連
機関や金融機関などと連携し、普及・啓蒙した
ところ、現在までに6案件を採択することが出
来、各社の新興国進出計画を専属のアドバイ
ザーがサポートしながら取り組んで頂いており
ます。また、国が掲げた食品の輸出倍増戦略に
呼応し、海外バイヤーを招へいし国内で直接商
談を行ってもらえる食品商談会を新たに下関で
開催し、県内外から30社の方に参加頂きました。
加えて、13回目を数える東アジア展示商談会に
実行委員会メンバーとして参画し、山東省済南
及び青島にてそれぞれ商談会を開催しました。
さらに、ＲＩＴ事業による台湾との機械分野で
の産業交流を図るため、昨年に続き台中での商
談会及び国内での研究会を開催し、2014年度か
らは（公財）やまぐち産業振興財団の事業とし
て引き継がれることになりました。加えて、イ
ンバウンド観光客誘致事業を、関連機関と連携
してスタートさせました。まずは県内の産業観
光施設の情報を英文でジェトロのホームページ
に掲載し、そのＰＲに努めました。

2014年度の事業方針
　2013年末に日本企業の海外展開についてアン
ケートを実施しました。海外拠点を持つ企業は、
海外での需要の増加・国内での減少を、海外進
出を拡大する理由に掲げ、進出先については
「中国は様子見」「アセアンへシフト」と考え
ていることがより鮮明になりました。こうした
海外展開の動きは大企業・中堅企業に限らず、
零細・小規模企業にも広がっており、また製造
業に限らずサービス産業にも広がっております。
特に、海外の拠点の機能に関しては、「現地で
作り、現地で販売する」傾向が強まっているこ
とも分かりました。
　自治体や県内企業の多くは、地政学的にも近
接する韓国や中国との経済交流を中心にこれま
で取り組んでまいりました。しかし、昨今のカ
ントリーリスクの高まりや急激な労賃の高騰な
どもあり、国内企業の多くは、所謂「チャイナ
+１」、「タイ+１」の動きを加速化させていま
す。よって、東南アジアの中でも、特に堅調な
成長が見込まれるアセアンの成長の取り込みに
ついても検討する時期ではないかと思われます。
　政府は、4月の経済財政諮問会議で「対日投
資促進」を成長戦略の重要政策に位置づけまし
た。ジェトロはこれまで以上に総力を上げて対
日投資案件の発掘に当たるため、新たに産業ス
ペシャリストを国内外に配置し、より能動的に
相手企業に日本を売り込める体制を強化します。
こうした企業の動きや国の政策に則って、今年
度も昨年の実績を踏まえながら、中小企業の海
外展開支援と対日投資誘致を事業の2本柱と位
置づけ、具体的な成果を念頭に置き、個別企業
支援を中心に関連機関とも十分連携を図り、か
つ皆様の要望に丁寧に対応することを第一に頑
張りますので、ジェトロサービスの一層の活用
をお願い申し上げます。　　　　　　　（了）

（ジェトロ山口）
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2014年度ジェトロ地域間交流支援 (Regional Industry Tie-up : RIT) 事業
（公財）やまぐち産業振興財団が、山口県とインドネシアとの環境関連産業にて

事前調査事業に採択

2014台湾国際グリーン産業見本市にて商談会開催

（会期：2014年10月6日～9日、商談会開催日：10月7日）

　ジェトロ地域間交流支援（Regional Industry Tie-Up : RIT）では、日本各地の中小企業の皆様が
グループ単位で海外地域との間でビジネス交流を進め、商談することを支援するものです。商談の結
果、輸出入や技術提携、共同製品開発等が行われ、ひいては地域産業活性化に資することを目的とし
ています。優れた製品や技術をお持ちで、海外ビジネスに関心はあるものの、ノウハウ、ネットワー
ク不足により取り組むことができなかった中小企業の皆様の解決手段としてご利用いただけるもので
す。
　山口県では、（公財）やまぐち産業振興財団が、インドネシアとの環境関連産業での経済交流がで
きないか事前調査することが決まりました。2014年度は、インドネシア経済についての研究会を開催
し、インドネシアとの環境関連産業の経済交流の可能性について現地調査を行います。
　ご関心のある企業のみなさまは、（公財）やまぐち産業振興財団（tel:083-922-9926）またはジェト
ロ山口（tel:083-231-5022）までお問い合わせください。

　（公財）やまぐち産業振興財団は、2014年度（公財）交流協会の「日台産業協力架け橋プロジェク
ト」に採択され、2014年10月7日に台湾台北市南港展示会場にて、開催される「2014台湾国際グリー
ン産業見本市」にて商談会を開催することになりました。山口県内の環境および食品機械関連企業の
参加を募集します。詳細は、（公財）やまぐち産業振興財団のURLに掲載しますので、ご関心のある
山口県内の中小企業のみなさまにおかれましては、ご覧くださいますようお願いします。
http://www.ymg-ssz.jp/cms/

　この事業は、2008-10年度に環境関連、2011-13年度に機械関連にて、「山口県・下関市外資系
企業誘致推進委員会」が実施主体となって行ってきた台湾とのジェトロ地域間経済交流事業
(RIT)事業を引き継ぐものです。
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　ジェトロでは、新興国進出に取り組もうとする中堅・中小・小規模事業者に対し、海外拠点設立の
ビジネス経験・ノウハウ豊富な企業OB等の人材を専門家として派遣し、新興国への進出を個別に支
援しています。アジア・中南米をはじめとする新興国市場への進出に意欲のある企業を現在募集して
おりますので、ご関心のある方は、ジェトロ山口までお問い合わせ下さい。

ジェトロ　新興国進出個別支援サービス

お問い合わせ先　ジェトロ　山口貿易情報センター　担当：原田・内山
　　　　　　　　下関市豊前田町３－３－１　国際貿易ビル７階　Tel;083-231-5022   E-MAIL:yac@jetro.go.jp
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釜山・青島派遣レポート釜山・青島派遣レポート

　 山広域市において、様々な経済活性化に係る施策が行われていますが、コンベンション誘致につ
いても、先進的かつ大規模に取り組んでいます。 山を代表する世界的コンベンション施設であるＢ
ＥＸＣＯにおけるこの１年間のＭＩＣＥ（※１）への取組みの概況と今後の方向性について、 山広域
市が発行する「ダイナミック 山」の記事をもとに紹介いたします。

■近年の概況
　 山は世界的ＭＩＣＥ産業都市として急成長しており、国際会議の開催では世界で１５位、アジア
では４位で、大手新聞の見出しにも「相次ぐ行事でにぎわうＢＥＸＣＯ、１年中が祭りのようだ」と
書かれるほどです。2013年は、展示会、会議、各種イベントに至るまで1052件もの多彩な行事で賑わ
いました。とくに、国際会議の分野における成果が過去最大かつ顕著で、展示と会議を融合させた行
事も多く、 山の主要な戦略産業である鉄道物流、水産貿易、シルバー分野の展示会も30％程度増加
しました。また、2014年においても「国際モーターショー」「ＩＣＴ(情報通信技術オリンピック)」
「ＩＴＵ(国際電気通信連合全権会議)」をはじめ、1200件余りの様々なイベントが予定されています。

■キーワードは「地域との共存共栄」
　オ・ソングン代表理事は、ＢＥＸＣＯをアジア最高の展示コンベンションハブに育てることを目標
としていますが、それだけではなく、 山ＭＩＣＥ産業と共に全体のパイを広げることに特に関心が
高く、彼の経営計画にも、このような思いが多分に盛り込まれています。例えば、地元の展示企画会
社のインキュベーティング（※２）事業を通じ、地元企業との共存共栄を図っています。また、アート
ショー 山2014の開催に合わせ、 山広域市の主要施策の一つである、地域社会の様々な芸術活動を
紹介して結びつけるアートバンドプログラムの一環として「山腹道路プロジェクト企画展」を同時開
催し、相乗効果を高めています。さらに、ＭＩＣＥ産業を真の 山の中核産業として育成するために
は「長期的・体系的なインフラを構築する計画の立案」「各地域を特化させる総合的な対策」が必要
であると考え、2020年、 山が世界ＭＩＣＥ十大都市として名実ともに成長するよう日々邁進してい
ます。

下関市総合政策部国際課
（ 山広域市派遣職員）

主査　大　江　敏　彦

～ＭＩＣＥ産業の振興は「地域と共に成長」の実践がカギ～
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▲ＢＥＸＣＯ オ・ソングン代表理事
※写真提供 ＢＥＸＣＯ

▲ＢＥＸＣＯ　
　写真右手が第１展示場で背後には約26,000㎡の展示場
を備え幅は200ｍを超える巨大コンベンション施設
　写真左手が最大約4,000人の観覧席を備える大講堂

（※１）ＭＩＣＥ：企業等の会議（Meeting）、企業等が行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、
国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント
（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベン
トなどの総称

（※２）インキュベーティング：初期支援（ここでは企業が寄付や後援を通じ、社会的価値及び経済
的利益を共に創出する活動）

　みなさん「世園会」をご存知ですか？
　「世園会」とは、「世界園芸博覧会」の略称で、花と緑をテーマにした園芸の国際的な博覧会のこ
とです。日本語では「園芸博」と略した方がわかりやすいですね。この「園芸博」が、ここ中国・青
島でついに始まりました。日本から下関市・京都市が出展しています。
　青島園芸博は、正式名称を「2014年青島世界園芸博覧会」と言い「暮らしを自然とともに」をテー
マに、2014年４月25日から10月25日までの予定で開催されています。マスタープランを7300万人が来
場した上海万博と同じ同済大学副学長の呉志強教授が担当し、会場の広さは、総面積241ヘクタール、
なんと東京ドーム約52個分の広さです。テーマ別に12のエリアに分かれています。特に興味を引くの
は、中国国内の各地方を表現した「中華エリア」と、日本を含めたアメリカ・イギリス・フランス・

下関市総合政策部国際課
（青島市派遣職員）

主任　木　下　清　治
下関市・青島市友好都市締結35周年と青島世界園芸博覧会
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ドイツ・アフリカ・韓国・メキシコなどが出展した「国際エリア」です。開催期間中の予想来場者数
は1200万人、下関の人口が約27万人なので、開催期間中、全下関市民が約44回、約４日に１回来場す
る計算になります。少しは規模の大きさが伝わりますでしょうか？
　もちろん、公式マスコットキャラクターも作られており、名前は「青青（セイセイ）」で「海の精
霊」をイメージしているそうです。会場内はもちろん、青島市内のいろいろなところで様々な関連
グッズを買うことができます。
　チケットは、「入場日指定券」は160元（約2600円（平成26年５月10日現在））、「平日普通券」は
120元（約2000円）など７種類。「平日普通券」は、会場内でも購入可能だそうです。しかし、来場
者が多い日は入場制限を行う可能性があり、あらかじめ「入場日指定券」を購入しておいた方が安心
して入場できそうです。
　会場が市内中心部から少し遠いところにあるため、タクシー、バスなどで行く必要があります。青
島市内中心部から会場までは、タクシーで40分～60分（約60元程度（約1000円））。バスの場合、青島
市内各所から臨時バスなどいろいろ出ており、格安で行くことができますが、時間もかかるうえ、乗
り換えが必要な場合もあり、初めて青島に来た方にとっては、少し難しいかもしれません。
　今年は、下関市・青島市友好都市締結35周年にあたるため、下関市長が青島市を訪問する予定です。
青島市において様々な記念イベントが開催され、下関市内の民間団体で構成される市民友好の船実行
委員会が発起した青島友好の旅を下関市内の旅行会社が企画しています。園芸博の見学はもちろん、
青島市政府主催の記念晩餐会（７月11日（金））にも参加できるなど特別な企画も用意されています。
初めて青島に来た方も安心して会場を見学できるこのツアーに参加し、是非このような特別な年に青
島を訪れてみてはいかがでしょうか？ 

（公式マスコットキャラクター 青青） （下関展示園イメージ）


